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総説 
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ボレーション-】Non-coding RNA とは? 消化器病学サイエンス 5 巻 4 号 Page203-

207, 2021. 

2. 新沼 猛, 鈴木 拓．【初心者でもわかるゲノム編集技術】ゲノム編集技術の進歩．消

化器病学サイエンス 5巻 2号 Page79-84, 2021. 
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学会発表 

（国際学会） 

1. Suzuki H. Screening for long noncoding RNAs associated with oral squamous cell carcinoma 

reveals the potentially oncogenic actions of DLEU1. The 39th Sapporo International Cancer 

Symposium, July6-7, 2021, Sapporo. 

2. Niinuma T, Kitajima H, Hatanaka Y, Sekiguchi S, Yorozu A, Kubo T, Sasaki H, Harada T, 

Kai M, Suzuki H. Identification and functional analysis of a novel head and neck squamous 

cell carcinoma-associated long non-coding RNA. The 39th Sapporo International Cancer 

Symposium, July6-7, 2021, Sapporo. 
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Kai M, Osanai M, Tokino T, Nakase H, Suzuki H. A long non-coding RNA associated with 

chronic gastritis and gastric cancer promotes stress granule formation and inhibits apoptosis. 

The 39th Sapporo International Cancer Symposium, July6-7, 2021, Sapporo. 
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（国内学会） 

1. 関口翔平，萬顕，山本英一郎，新沼猛，高澤啓，須藤豪太，畠中柚衣，北嶋洋志，

甲斐正広，小山内誠，宮﨑 晃亘，高野賢一，鈴木拓．頭頸部扁平上皮がん(HNSCC)

の微小環境における AEBP1 の解析：第 75 回日本口腔科学会．2021 年 5 月 12 日，

大阪． 

2. 北嶋洋志，丸山玲緒，新沼猛，高澤啓，山本英一郎，石黒一也，甲斐正広，吉戸文

乃，仲瀬裕志，時野隆至，鈴木拓．胃炎・胃がん関連長鎖非コード RNA の同定．

第 22回日本 RNA学会年会．2021年 7月 7〜9日，鶴岡． 

3. 鈴木拓，丸山玲緒，北嶋洋志，新沼猛，石黒一也，粂川昴平，吉戸文乃，佐々木基，

山本英一郎，甲斐正広，仲瀬裕志．DOT1L阻害は乳がん細胞のトランスクリプトー

ムおよびエピゲノムシグネチャーを変化させる．第 80回日本癌学会学術総会．2021

年 9月 30日～10 月 2日，横浜． 

4. 石黒一也，北嶋洋志，新沼猛，丸山玲緒，山本英一郎，甲斐正広，仲瀬裕志，鈴木

拓．多発性骨髄腫における新規エピジェネティック免疫療法の開発．第 80 回日本

癌学会学術総会．2021年 9月 30日～10月 2日，横浜． 

5. 須藤豪太，山本英一郎，青木敬則，髙澤啓，新沼猛，久保俊之，萬顕，吉戸文乃，

北嶋洋志，甲斐正広，小山内誠，仲瀬裕志，鈴木拓．活性化マクロファージは IL-

1β-SAA1 axis を介して早期大腸がんの浸潤を促進する．第 80 回日本癌学会学術総

会．2021年 9月 30日～10月 2日，横浜． 

6. 北嶋洋志，丸山玲緒，髙澤啓，新沼猛，山本英一郎，石黒一也，吉戸文乃，甲斐正

広，小山内誠，時野隆至，仲瀬裕志，鈴木拓．胃炎胃がん関連 lncRNAはストレス

顆粒形成を促進し，アポトーシスを抑制する．第 80 回日本癌学会学術総会．2021

年 9月 30日～10 月 2日，横浜． 

7. 山本英一郎，吉戸文乃，須藤豪太，三橋慧，北嶋洋志，新沼猛，甲斐正広，原田拓，

佐々木基，久保俊之，山野泰穂，仲瀬裕志，菅井有，鈴木拓．Helicobacter pylori除

菌後胃がんと背景胃粘膜における DNA メチローム解析．第 80 回日本癌学会学術

総会．2021 年 9月 30日～10月 2日，横浜． 

8. 吉戸文乃，須藤豪太，北嶋洋志，新沼猛，甲斐正広，原田拓，佐々木基，久保俊之，

仲瀬裕志，菅井有，鈴木拓．エピジェネティック阻害剤の GIST 細胞におけるエピ

ゲノム修飾，遺伝子発現への影響の統合解析．第 80 回日本癌学会学術総会．2021

年 9月 30日～10 月 2日，横浜． 

9. 新沼猛，北嶋洋志，畠中柚衣，関口翔平，萬顕，久保俊之，佐々木基，原田拓，甲

斐正広，仲瀬裕志，鈴木拓．新規頭頸部癌関連 long non-coding RNA の同定と機能

解析．第 80回日本癌学会学術総会．2021 年 9月 30日～10月 2日，横浜． 



10. 畠中柚衣，新沼猛，西山廣陽，北嶋洋志，山本英一郎，甲斐正広，萬顕，関口翔平，

荻和弘，宮﨑晃亘，鈴木拓．DLEU1 はインターフェロン関連遺伝子の発現とヒスト

ン修飾を制御し口腔扁平上皮癌の進行を促進する．第 80 回日本癌学会学術総会．

2021 年 9月 30日～10月 2日，横浜． 

11. 関口翔平，萬顕，山本英一郎，新沼猛，高澤啓，須藤豪太，小池和茂，畠中柚衣，

吉戸文乃，北嶋洋志，甲斐正広，小山内誠，高野賢一，宮﨑晃亘，鈴木拓．頭頸部

扁平上皮がんの腫瘍微小環境における AEBP1 の解析．第 80 回日本癌学会学術総

会．2021年 9月 30日～10月 2日，横浜． 

12. 甲斐正広，佐藤亜紀子，山本英一郎，新沼猛，北嶋洋志，鈴木拓．メラノーマにお

ける Diacylglycerol kinase γ の機能解析．第 80回日本癌学会学術総会．2021 年 9月

30日～10月 2日，横浜． 

13. 青木敬則，山本英一郎，高澤啓，新沼猛，山野泰穂，萬顕，北嶋洋志，甲斐正広，

小山内誠，仲瀬裕志，菅井有，鈴木拓．SMOC1 の大腸腫瘍診断マーカーとしての

臨床的有用性の検討．第 80 回日本癌学会学術総会．2021 年 9月 30日～10月 2日，

横浜． 

14. 刑部光正，伊藤勇馬，杉本亮，上杉憲幸，柳川直樹，鈴木拓，菅井有．大腸癌の腫

瘍近傍正常腺管と分離癌腺管における miRNA/mRNA発現状態の網羅的解析．第 80

回日本癌学会学術総会．2021年 9月 30日～10月 2日，横浜． 

15. 畠中柚衣，新沼猛，西山廣陽，北嶋洋志，山本英一郎，甲斐正広，関口翔平，井戸

川雅史，佐々木泰史，時野隆至，宮﨑晃亘，鈴木拓．DLEU1 はインターフェロン関

連遺伝子の活性化を介して口腔扁平上皮癌の進展を促進する．第 123回北海道癌談

話会例会．2021年 10月 16日，札幌． 

16. 関口翔平，萬顕，山本英一郎，新沼猛，高澤啓，須藤豪太，畠中柚衣，吉戸文乃，

北嶋洋志，甲斐正広，小山内誠，高野賢一，宮﨑晃亘，鈴木拓．頭頸部扁平上皮が

んの微小環境における ACLPの解析．第 123 回北海道癌談話会例会．2021 年 10月

16日，札幌． 

17. 新沼猛，北嶋洋志，畠中柚衣，関口翔平，甲斐正広，宮﨑晃亘，鈴木拓．口腔扁平

上皮がんに関連する長鎖非コード RNA の同定とその機能解析．第 123 回北海道癌

談話会例会．2021 年 10月 16日，札幌． 

18. 北嶋洋志，丸山玲緒，新沼猛，高澤啓，山本英一郎，石黒一也，甲斐正広，吉戸文

乃，小山内誠，時野隆至，仲瀬裕志，鈴木拓．慢性胃炎・胃がん関連長鎖 non-coding 

RNA によるストレス顆粒形成の促進と発がん機構の解析．第 123 回北海道癌談話

会例会．2021年 10月 16日，札幌． 

19. 鈴木拓，須藤豪太，青木敬則，山本英一郎，高澤啓，新沼猛，吉戸文乃，北嶋洋志，

久保俊之，原田拓，小山内誠，仲瀬裕志．腫瘍関連マクロファージは IL-1β-SAA1 

axisを介して早期大腸がんの浸潤を促進する．第 32回日本消化器癌発生学会総会．



2021 年 11月 26～27日，WEB開催． 

20. 新沼猛，畠中柚衣，北嶋洋志，山本英一郎，甲斐正広，宮﨑晃亘，鈴木拓．DLEU1

はインターフェロン誘導性遺伝子の活性化により口腔扁平上皮癌の進展に寄与す

る．第 32回日本消化器癌発生学会総会．2021年 11月 26～27日，WEB開催． 

21. 近藤享史，本多昌平，鈴木拓，河北一誠，荒桃子，北河徳彦，田中祐吉，田中水緒，

新開真人，檜山英三，武冨紹信．肝芽腫 CHIC 分類と DNA メチル化解析の統合に

よる新規リスク分類．第 32回日本消化器癌発生学会総会．2021 年 11 月 26～27日，

WEB開催． 

22. 北嶋洋志，丸山玲緒，新沼 猛，山本英一郎，高澤 啓，石黒一也，甲斐正広，吉

戸文乃，小山内誠，時野隆至，仲瀬裕志，鈴木拓．慢性胃炎・胃がん関連長鎖 non-

coding RNAはストレス顆粒形成を促進し，アポトーシスを抑制する．第 44回日本

分子生物学会年会． 2021 年 12月 1〜3日，横浜． 

23. 萬顕, 関口翔平, 山本英一郎, 新沼猛, 高澤啓, 須藤豪太, 畠中柚衣, 吉戸文乃, 北

嶋洋志, 甲斐正広, 小山内誠, 高野賢一, 宮崎晃亘, 鈴木拓．頭頸部扁平上皮癌腫瘍

間質における AEBP1 の機能解析第 122 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会．

2021 年 5月 12～15日, 京都． 

 

 


